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地先の安全度マップ
（基礎情報）

流域治水条例制定後の状況について
～ 水害に強い地域づくりをめざして ～

平成27年5月25日（月）

滋賀県 流域政策局 流域治水政策室



講演の内容

１. 滋賀県の特性と近年の水害

２．「流域治水」について

３．地先の安全度マップについて

４．水害に強い地域づくりについて

５. お役立ち情報
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1.滋賀県の特性と近年の水害
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滋賀県の概要

■ 滋賀県の一級河川

509河川

■ うち琵琶湖に流入する一級河川

118河川

■ 流路延長

約2,320km
■ ほとんどの河川は、

流路延長が

5km未満

と短く、急峻

■ 水源山地からの

土砂流出が多く、

下流域で堆積し、

「 天井川 」 の形状

※全国最多の８１本

若狭湾

大阪湾
伊勢湾

滋賀県の一級河川

若狭湾、大阪湾、伊勢湾が入り込む本
州最狭部にあり、１，０００ｍ級の山々に
囲まれた盆地

→ 季節によって風の向きが変化し、

局地的豪雨が起きやすい。
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災害の発生しやすい条件を持っている



滋賀県の地形特性
• 山に囲まれ、雨のほとんどは

琵琶湖に流れる。
– 琵琶湖流域面積 3,848km2

– 琵琶湖貯水量 275億m3

– 琵琶湖面積 674km2

– 水位1cm ＝ 674万m3

• 洪水の３つのピーク
– ①雨が降り続くと、農業用水路や側溝

、下水道といった、街中を流れる小さ
な水路が溢れだす。（内水氾濫）

– ②さらに雨が降ると、山にふった雨が
河川に集まり、河川が溢れだす。

– ③最後に、降った雨が琵琶湖に集ま
り、琵琶湖の水位が上がって湖岸の
低地が浸水する。（降り止んでから1
日後くらいがピーク）
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うち琵琶湖流入
一級河川
118河川

県内の一級河川
509河川

瀬田川

宇治川
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• 農地等での開発が進み、
人口が増えている。

• 人口 約141万6千人
• 人口増加率 0.09%

– 47都道府県中 6位

• 年少人口割合（15歳未満
の総人口に占める割合）
14.8％
– 47都道府県中 2位

（平成24年10月 国勢調査／総務省）

• 平成27年1月1日現在
滋賀県の総人口は1,416,732人

前月に比べて180人の減少

滋賀県の社会特性



災害復旧事業費(決定額）推移表
（単災）
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この約２０年は、
少なかっただけ・・・。

滋賀県は、
災害の無い
安全なところ
と勘違い！



1983～1992

平均175回/年

1993～2002

平均205回/年

2003～2012

平均236回/年

1時間50mm以上の雨 → 増加している？
局地的豪雨が増加、年間降水量は減少、渇水と豪雨の変動幅が大きく
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危機意識が必要！ 減災に繋がる



雨量出典：滋賀県土木防災情報システム，気象庁

http://www.pref.shiga.lg.jp/c/shobo/kyuukyuu2/files/souuryo.pdf

平成２５年 台風第１８号
滋賀県で「特別警報」が発令

（９月１６日ＡＭ５：０５～１１：３０）

9総雨量 平成25年9月15日00:00～ 9月16日24:00



H25.9.16 台風18号 11:50ごろ

鴨川

堤防決壊箇所

平成２５年９月 高島市 鴨川右岸浸水状況
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降雨量（浸水箇所近傍の勝野雨量観測所データ）

時間最大 22mm/h （15日 24:00,16日 1:00）

総雨量 253mm/h  （15日 3：00～ 16日 12:00）

（県防災ヘリ）

H25.9.16 台風18号 11:50ごろ



H25.9.16 台風18号 11:50ごろ
降雨量（浸水箇所近傍の勝野雨量観測所データ）

時間最大 22mm/h （15日 24:00,16日 1:00）

総雨量 253mm/h  （15日 3：00～ 16日 12:00）

鯰川

平成２５年９月 高島市 鴨川右岸浸水状況
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H25.9.16 台風18号

降雨量（破堤地点近傍の観音寺雨量観測所データ） 浸水深・浸水範囲(H25.9.26)

時間最大 49mm/h（16日 5時）

総雨量 419mm/h（15日 1時～16日11時）

床上2件（内、全壊1件、半壊1件）

床下7件

平成２５年９月 金勝川目川池下流右岸破堤
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流域治水の基礎情報 「地先の安全度マップ」
（全国初。平成24年9月公表）

 日野川
Ａ川

治水安全度1/10
水路

治水安全度1/2 下水道（雨水）
治水安全度1/10

農業用排水路
治水安全度1/5

Ｂ川
治水安全度1/10

A川
治水安全度１／３０

連続降雨

平地部（氾濫原）

B川
治水安全度１／２０

内水氾濫

一級河川

一級河川

Ａ川
治水安全度１/30 水路

治水安全度1/2
下水（雨水）
治水安全度1/10

Ｂ川
治水安全度１/20

農業用排水路
治水安全度1／5

「防災施設（河川の器の大きさ）の安全度」ではなく、
「地先＝人々の生活する場の安全度」を示しています。

－浸水想定区域図：大きな川からのみ氾濫。他は晴天
－地先の安全度マップ：大きな川だけではなく、身近な水路も氾濫
→実現象に近い予測が可能となった

大河川だけではなく、身近な水路のはん濫なども考
慮した浸水想定マップ(10年、100年、200年に一度の雨）

13



地先の安全度マップ（最大浸水深図）
http://shiga-bousai.jp/dmap/top/index

「浸水」「土砂災害」「地震」のリスクを見ることができます。
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滋賀県における浸水被害の特徴
【Ⅰ 大雨の最中】

まちなか水路

小河川の氾濫

【Ⅲ 約１日後】

琵琶湖水位の上昇

【Ⅱ 大雨後】

中大河川の氾濫

地先の安全度マップ（最大浸水深図）
10年確率・100年確率・200年確率降雨

琵琶湖浸水想定区域図
観測史上最大降雨
（明治29年豪雨）

浸水想定区域図
（中大河川ごと）

100年確率降雨
※実現象をイメージ
して、リスク情報を
活用することが重要

15



平成25年台風18号（県内の気象概要）

78 神崎（東近江市）  9/15 23:20～00:20
77 御在所（東近江市）  9/15 23:20～00:20
67 葛川（大津市）  9/16 04:20～05:20
635 葛川（大津市）

610 御在所（東近江市）

607 神崎（東近江市）

最大累計雨量
（mm）

最大時間雨量
（mm/h）

滋賀県で「特別警報」が発表
(９月１６日(月・祝)ＡＭ５：０５～１１：３０）

総雨量
（9月15日0:00～16日24:00）

出典：気象庁・滋賀県

祝日の早朝で良かった？
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Ⅰ まちなか水路・小河川の氾濫 17

貴生川駅前

野洲駅周辺



Ⅱ 中大河川の氾濫
18

法教寺川（蒲生・竜王町）



Ⅲ 琵琶湖水位の上昇

琵琶湖水位
BSL+77cm(T.P.+85.14)まで上昇
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近江八幡市江の島（西の湖）
H25.9.17早朝 台風18号通過1日後



2. 「流域治水」の考え方について
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滋賀県が進める「流域治水」
～地域性を考慮した総合的な治水対策の展開～

基幹的対策

21

基幹的対策

人命
最優先



河川の整備を計画的・効率的に実施

河川整備計画、５ヶ年計画

県は、地先の安全度マップと事業中箇所を対比

22
ながす

→河川整備計画に反映（新たに、田川を追加）

【長浜土木事務所・木之本支所管内の例】
http://www.pref.shiga.lg.jp/h/kako/kaisyu_g/plan/20140331.html
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補助河川改良事業費

単独河川改修事業費

0
1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

維持管理費の推移（当初予算額）（上段）、河川改修事業費の推移（当初予算額）（下段）

治水安全度1/10を確保するためには今後100年以上要する。
（残事業費6,000億円÷45億円／年※＝約130年）

河川整備には長い時間がかかります。

(1998)平成10年度
県全体予算6,000億円
河川改修費127億円

(2013)平成25年度
県全体予算5,000億円

河川改修費45億円
（2014）平成26年度

河川改修費66.6億円
（2015）平成27年度

河川改修費68.7億円

ながす



「ながす」対策と流域治水の目標

• 「ながす」対策の目標 ＝ national minimum 
– 小河川 10年確率の洪水（時間雨量50mm）

– 大河川 戦後最大洪水（おおむね30年確率程度）

を川の中に閉じこめる。

• 流域治水の目標
– どのような洪水にあっても → 200年確率
– ①人命が失われることを避け（最優先）

– ②生活再建が困難となる被害を避ける
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◇雨水貯留対策

◇地下浸透対策

（出典：（社）雨水貯留浸透技術協会「雨水貯留浸透施設の設置に対する支援措置のご紹介」）

出典：東近江市ＨＰより

住宅用雨水貯留施設

設置奨励金制度 →
大津市、栗東市でも

助成制度があります。

ためる 雨水貯留浸透対策を進めます 25



• いろんな施設で雨水貯留

雨水貯留浸透機能の確保

『先人の知恵』 滋賀県流域治水条例（第10,11条）

• 建物、公園、運動場などの
管理者等が、雨水を貯めた
り浸透させたりすることを努
力義務化

26

引き続き、県は率先取り組み！

ためる

大津市ＨＰより

大津市ＨＰより



• 頻繁な洪水の経験

リスク情報の周知（平成26年9月1日施行）

滋賀県流域治水条例（第29条）

• 宅地建物取引業者は、土地
建物の取引時に、取引する
相手方に“水害リスク”情報を
提供することを努力義務化

27

普段は水害に無縁に見える街も、大雨のときには浸水する（右：平成25年台風18号時）

県土地開発公社、財政課公有財産担当、
企業誘致推進室等は、率先実施中

写真の
箇所

そなえる

『先人の知恵』
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• 災いをやり過ごす知恵の伝承

人づくりでも“治水”
滋賀県流域治水条例（第30～34条）

• 県は、浸水被害を回避・軽減
するための調査研究、教育等
に努める
– 水害に強い地域づくり協議会

– 出前講座

29

ガードレールがないから、洪水の時
は危ないなあ・・

落ちたら死ぬで！！
水害のこと、子や孫
に伝えてかな・・・

そなえる

お年寄りが避難所まで行けるかぁ？

（H24 草津市民によるワークショップ）

ガードレールがないので、浸水時は
水路に落ちる危険があるなあ・・・

（近江八幡市馬淵小学校 ４年生）

『先人の知恵』
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• 特性に応じた土地利用

まちづくりでも治水
滋賀県流域治水条例（第24条）

• 10年確率の降雨（時間雨量
50mm、24時間170mm）の際に
50㎝以上の浸水が予想される

区域は、新たに市街化区域に
は含めない。
ただし、対策がされていればＯＫ

堤防沿いの
高台は住宅

床上浸水の年発生確率

31

「地先の安全度
マップ」を都市計
画法施行令第８条
の関連通達の運用
に活用

とどめる

『先人の知恵』

水がたまりやすく、

用水が確保しや

すい土地は水田

として利用



• 住宅の嵩上げ

家づくりでも治水(平成27年3月施行予定)

先人の知恵 滋賀県流域治水条例(第13～23条)

32

• 知事は、水害リスクの高い
区域を「浸水警戒区域」に
指定し、区域内での住居等
の建築に際しては耐水化
構造をチェック（第5章）

とどめる



• 水害リスクの増減を意識した
交通路整備（新幹線など）

みちづくりでも治水
滋賀県流域治水条例（第25条）

33

高時川北陸道

長浜市高月町

避溢橋米原市

避溢橋

• 事業者は、盛土構造物の設
置等により、その周辺の地域
において著しい浸水被害が生
じないよう配慮しなければな
らない。

『先人の知恵』

とどめる



■100年に一度の洪水でも耐えられる堤防やダムが完成していたが・・・
■新潟県下で死者15名，全壊家屋70棟，床上浸水・床下浸水合わせ8,295棟。

新潟県三条市の様子
決壊した五十嵐川堤防

写真）新潟県三条市HP

「治水に完全はない」

平成１６年７月 新潟豪雨災害 五十嵐川・刈谷田川
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「災いをやり過ごす知恵」 ＝ 災害文化

防災施設が不十分

小さな洪水を
少しずつ体験

災いを
やり過ごす知恵

災害に
見舞われても・・・

地域
継続

石積みで嵩上げされた住宅

霞堤

35

以前は・・・。



「人為的に作られた安全が高まると、
人間側の弱さが高まる」問題

防災施設整備

水害頻度減少

災害文化の
伝承途絶 安全神話

行政依存

水害に脆弱な住民

設計基準
を超える

大きな洪水

36

今は・・・。



• 普段はわずかな水量しかない農業水路が、折からの大雨によりあふれていた。

• 濁流に足を取られ、次々と避難者は流された。

町営住宅の住人は、夜８時、経験したことのない大雨に
身の危険を感じ、自主避難を決断する

平成２１年８月９～１０日 兵庫県佐用町

37

日頃から、防災意識を
持つことが大切です。



佐用町の事故現場
38

普段、何げなく通る道には
危険個所があります。

日頃から、地域の水害特性を知り、
危険な個所を確認することが大切！



3.地先の安全度マップについて

■ まずは“リスク”を知ることが大切です

39



流域治水の基礎情報 「地先の安全度マップ」
（全国初。平成24年9月公表）

 日野川
Ａ川

治水安全度1/10
水路

治水安全度1/2 下水道（雨水）
治水安全度1/10

農業用排水路
治水安全度1/5

Ｂ川
治水安全度1/10

A川
治水安全度１／３０

連続降雨

平地部（氾濫原）

B川
治水安全度１／２０

内水氾濫

一級河川

一級河川

Ａ川
治水安全度１/30 水路

治水安全度1/2
下水（雨水）
治水安全度1/10

Ｂ川
治水安全度１/20

農業用排水路
治水安全度1／5

「防災施設（河川の器）の大きさの安全度」ではなく、

「地先 ＝ 人々が生活する場」の安全度を示しています。

－浸水想定区域図：大きな川からのみ氾濫。他は晴天
－地先の安全度マップ：大きな川だけではなく、身近な水路も氾濫
→実現象に近い予測が可能となった

大河川だけではなく、身近な水路のはん濫なども考慮
した浸水想定マップ （10年、100年、200年に一度の雨）
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災害リスクの「見える化」
http://shiga-bousai.jp/dmap/top/index

41

任意の場所を拡大して、
ご覧いただけます。



42地先の安全度マップ 最大浸水深図 10年確率降雨強度（時間最大50mm程度）
http://shiga-bousai.jp/dmap/map/index

市街化区域への新たな編入基準



43地先の安全度マップ 最大浸水深図 100年確率降雨強度（時間最大109mm程度）
http://shiga-bousai.jp/dmap/map/index

浸水想定図を補完する想定図



44地先の安全度マップ 最大浸水深図 200年確率降雨強度（時間最大131mm程度）
http://shiga-bousai.jp/dmap/map/index

どの様な洪水にあっても人命を守る想定建築制限の根拠



45地先の安全度マップ 最大浸水深図 200年確率降雨強度（時間最大131mm程度）
http://shiga-bousai.jp/dmap/map/index

どの様な洪水にあっても人命を守る想定建築制限の根拠



46地先の安全度マップ 流体力図 200年確率降雨強度（時間最大131mm程度）
http://shiga-bousai.jp/dmap/map/index

流体力：水などの流れが引き起こす力に相当する水理量。
「集中豪雨」による被害を防ぐには、浸水の範囲
や水深とともに流体力を考慮に入れることが大切



4.水害に強い地域づくりについて

■ リスクを踏まえた
各地域での避難体制づくりが大切です

47

災害が起きたとき、まっさきに力を発揮するのは、被
災現場にいる地域の人たちです。

過去の対応をみても、組織が充実している地域で
は、いざという時にリーダーの適切な指示や、地域住
民の適切な防災行動により、被害を少なくしていま
す。

もちろん、それには災害に備えて防災訓練を実施す
るなど、普段から自主的に予防活動に取り組むことが
たいへん重要です。



地域の皆さまと行政が協働で「水害に強い地域づくり」の
具体的検討を進めていきます。

条例制定

地先の安全度マップを踏まえ、
避難場所の選定、安全な避難経路、

避難のタイミングなど、
地域の特性を応じた避難・警戒体制等の検討

48

浸水警戒区域指定、支援制度活用

水害に強い地域づくり協議会

継続的な訓練の実施と計画の見直しにより

水害に強い地域づくりの実現





東近江市葛巻町の取り組み

出前講座、図上訓練、水害経験の聞き取り

501.知る



512.体制づくり 東近江市葛巻町の取り組み

①避難計画の検討



52

自警団によるパトロール CATVおよび携帯電話による自主避難の伝達

一時避難場所本部の設置 台風18号の状況報告

東近江市葛巻町の取り組み

③洪水避難訓練

522.体制づくり



東近江市葛巻町の取り組み

避難計画（水害に強い地域づくり計画）の検証

自主避難計画書(案)
目次

1. 目的
2. 避難所
3. 洪水時の水防活動・避難行動
4. 防災訓練
5. 資機材の管理・補充
6. 計画書の更新
7. 今後に向けて
8. 補足資料

3.対策の検討 53



とどめる
「水害に強い地域づくり」の流れ

昭和34（1959年）伊勢湾台風
滋賀県近江八幡市水茎町

×平屋家屋は軒下まで水没
×逃げ遅れた場合、命にかかわる

○2階建て家屋は
避難空間を確保

安全な住まい方のルールの検討
必要に応じて現地調査、測量

543.対策の検討



安全にお住まいいただくために
～浸水警戒区域での建築規制～

新築
増改築

地盤面

想定水位

新築
増改築

①２階の床面または避難上
有効な屋上の高さが、想定
水位以上にある

新築
増改築

地盤面

想定水位

避難所

②平屋建てであっても、
付近に有効な避難場所
がある

55
安全住まい方のルールへの誘導

浸水警戒区域では、新築・増改築時に上記の内容を確認

とどめる



A川 B川

鉄道

2m-3m

2m未満

4m以上

想定浸水深3m以上の区域を踏まえて

「浸水警戒区域」を検討し、合意形成
を図り指定手続へ

56

3m-4m

浸水警戒区域の検討

浸水警戒区域の設定イメージ

想定浸水深2m未満

想定浸水深2m-3m未満

想定浸水深3m以上

地先の安全度マップの浸水深さ

とどめる



57とどめる
浸水警戒区域の検討



■ 滋賀県土木防災情報システム

■ 滋賀県河川防災カメラ

■ しらしがメール

□ 地デジ データ放送

滋賀県では、色々な形で、防災情報を発信しています。

ご存じでしたか？

お役立ち情報
58



滋賀県土木防災情報システム
河川の水位、ダム諸量、雨量等について、

リアルタイムで収集しています。

滋賀県土木防災情報システムでは、これら

様々な収集データに加え、国交省・気象台等

から提供されたデータも加えて閲覧すること

ができます。

○ パソコン用

URL：http://shiga-bousai.jp/ 

○ 携帯電話用

URL：http://shiga-bousai.jp/mobile/

○ スマートフォン用

URL ：http://shiga-bousai.jp/sp/
（携帯電話では、データ通信料が発生します。）

59



滋賀県河川防災カメラ
平成25年より提供開始

インターネットで過去1週間の画像を閲覧可能

カメラは順次増設中

○ パソコン用

URL：http://c.shiga-bousai.jp/shigapref/pc/
○ 携帯電話用

URL：http://c.shiga-bousai.jp/shigapref/m/
（携帯電話では、データ通信料が発生します。）

60



携帯電話のQRコード

読取機能からアドレス
を取得できます。

防災・防犯等の身の回りの危険に
関する情報を、希望の方へ電子
メールで配信します。

１．避難情報

２．河川水位情報

３．雨量情報

４．土砂災害警戒情報

５．防犯情報

６．食中毒注意報

７．光化学スモッグ

８．お知らせ

９．気象警報・注意報情報

１０．地震震度情報

いつでも、どこにいても、
重要な情報が得られる
ようになりました！

http://www.pref.shiga.jp/c/it/
shiga_info/info_top.html

平成25年3月7日より
PM2.5注意喚起情報開始！

61



おわりに 「流域治水政策」とは何か？？
～ 滋賀県がやろうとしていること ～

① 水害リスク情報を“見える化”。

県民の皆さんによる安全・安心なまちづくり、地域社会づくり
をバックアップ。

② 河川整備とはん濫管理とを着実に推進。

県下の水害リスクをバランスよく減らし、安全・安心な県土
づくりを一歩、一歩進める。

滋賀県全体をより安全に！
（県下の不動産は、安全・安心へ！）

“特別なこと”でもなく、

“目新しいこと”でもなく、
“あたりまえ”のことを
やろうとする取り組みです。
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お問い合わせ：

滋賀県 土木交通部 流域政策局

流域治水政策室

Tel: 077-528-4291 

E-mail: ryuiki@pref.shiga.lg.jp

http://www.pref.shiga.lg.jp/h/ryuiki/hanran/

63

特別な予算を伴うことな

く、県民の皆さんとの対

話を基本に共感を生み出

すことを目的に実施する

取組です。


